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 本県の養殖クロマグロは、生産量が全国 1 位で、かつ、県内の魚種別養殖生産量で

も 1位を占める重要魚種です 1,2）。魚類養殖では、しばしば魚病が発生し、安定生産を

阻害することがあり、県内のクロマグロ養殖場でも、種苗を生簀に入れて 1 年目頃ま

での間に「住血吸虫症」を発症し、ほぼ毎年被害が生じて問題となっています。 

 住血吸虫症は、鰓に住血吸虫という寄生虫の卵が詰まることにより血行障害を引き

起こし、重篤な場合には死に至る疾病です。日本の養殖クロマグロに寄生する住血吸

虫は 3 種類が報告 3-5)されており、本県においては、成虫が心臓に寄生するカルジコ

ラ・オピストルキスと、主に鰓に寄生するカルジコラ・オリエンタリスの 2 種の住血

吸虫が確認されています（図 1）。 

 

 

 

水産試験場での住血吸虫症対策の研究 

 住血吸虫症には、以前から実験的にプラジクアンテルを主成分とする駆虫剤（スズ

キ目魚類のハダムシ駆除剤）が有効であることが分かっていましたが、クロマグロ住

図 1 クロマグロ住血吸虫 2種の成虫と卵 



血吸虫症用としては認可されていませんでした。そこで、水産試験場では、メーカー

や大学と共同で、駆虫剤の開発と使用認可を得る取り組みを行ってきました。そして、

平成 27 年 11 月 19 日に「クロマグロを含むスズキ目魚類の住血吸虫（Cardicola 

opisthorchis）の駆除」としてプラジクアンテル製剤の使用が認可されました。 

 このプラジクアンテル製剤の投薬は、クロマグロ住血吸虫症の対策としてたいへん

有効な手段です。本年 3 月まで在籍した水産試験場で、筆者（杉原）は上記の使用認

可に携わるとともに、より経済的で効果的な使用方法に関する調査・研究を行いまし

た。その結果、養殖業者の方々が行う住血吸虫対策の参考になると思われる知見がい

くつか得られましたので紹介します。 

 

① 本県での住血吸虫の出現状況について 

まず、プラジクアンテル製剤を使用する時期や投薬を行う必要があるクロマグロの

サイズについて考える必要があります。そのために、平成 23～26 年度に検査した養殖

クロマグロにおける住血吸虫卵の保有状況を調べました。その結果、住血吸虫の寄生

は、種毎に季節的な増減は見られるものの、周年確認されました（図 2）。また、魚体

重が 4～5kg を超えると住血吸虫症の相談が極端に減少します（図 3）。これ以上の魚

体サイズでは住血吸虫が寄生していてもクロマグロは斃死しなくなるようです。この

ことから、住血吸虫症に罹る期間は、当歳種苗導入時～翌年の 6 月頃（魚体重 5kg 程

度）までと考えられ、この期間にしっかりと対策をとることが重要ということが分か

りました。 

 

図 2 クロマグロ住血吸虫卵検出検体数 



 

 

 

② 住血吸虫の中間宿主について 

魚類の住血吸虫類は、その生活環の中で魚（終宿主）だけに寄生するのではなく、

他の宿主（中間宿主）にも寄生することが知られています。一般的に、寄生虫症では、

その生活環のどこかを遮断することができれば、その疾病を防除することが可能とな

ります。また、薬剤による駆虫を行う場合においても生活環を踏まえて、効果的な投

薬をする必要があり、生活環を解明することは疾病対策の重要な鍵となります。しか

し、これまでクロマグロ住血吸虫の中間宿主は全く分かっていませんでした。そこで

水産試験場では、クロマグロ住血吸虫の

中間宿主を見つけるために、クロマグロ

養殖場周辺の生物をサンプリングして調

査し、その結果、クロマグロ住血吸虫カル

ジコラ・オピストルキスの中間宿主が養

殖生簀の付着物内に生息するフサゴカイ

の一種であることをつきとめました 6)（そ

の後、他の研究機関の調査によりカルジ

コラ・オリエンタリスの中間宿主もフサ

ゴカイの一種（カルジコラ・オピストルキ

スの中間宿主とは別の種類）であること

が判明しています 5））。この発見により、

住血吸虫の生活環が養殖場内のクロマグ

図 3 水産試験場に持ち込まれたクロマグロ検体のサイズ 

図 4 カルジコラ・オピストルキス 

の生活環 



ロとフサゴカイの間で回っていることが判明しました（図 4）。この中間宿主であるフ

サゴカイの一種は、フジツボ等の硬い付着物内に生息していることから、これらの付

着物を除去することでクロマグロへの感染機会を減らすことが可能と考えられます。 

 

③ 住血吸虫はどこから養殖場へ侵入してくるか 

クロマグロ養殖場内で住血吸虫の生活環が回っていることは明らかになりました。

では、住血吸虫はどこから養殖場内へ侵入してくるのでしょうか。この疑問への答え

として、天然海域で感染した種苗（天然種苗）が養殖場に住血吸虫を持ち込むのでは

ないかと考え、それを検証するために、平成 23～26 年に養殖用種苗として曳縄と巻網

で漁獲された天然種苗（ヨコワ）4漁獲群について、住血吸虫の保有状況を調査しまし

た。その結果、すべての漁獲群から 2 種の住血吸虫が検出され、住血吸虫は感染した

天然種苗とともに養殖場に入ってくるこ

とが分かりました 7)（図 5）。天然種苗導

入時には住血吸虫の寄生の有無について

よく注意を払う必要があり、寄生が確認

された場合は直ちに投薬することで、養

殖場内への住血吸虫の持ち込みを抑制で

きることが分かりました。 

 

④ 感染から成虫になるまでの期間について 

住血吸虫の生活環が養殖場内で回っている場合には、1 回投薬して駆虫しても再感

染が起こる可能性があります。そのため、どのような間隔で投薬を行ったら有効かと

いう点についても考える必要があります。そこで、平成 23～26 年に水産試験場で種苗

生産したクロマグロ人工種苗を養殖場に

沖出し、どれくらいの期間で住血吸虫が

検出されるかについて調査しました。そ

の結果、住血吸虫症が発生する養殖場で

は、新しい種苗を沖出し後 1 日でクロマ

グロの体内に住血吸虫の幼生が侵入する

ことが分かりました。さらに、2 種の住血

吸虫のうち、カルジコラ・オピストルキス

については、幼生がクロマグロの体内に

侵入してから 40 日前後で成虫になり、卵

を放出することが分かりました（図 6）。 

 

⑤ クロマグロ住血吸虫症対策について 

これらの研究結果から、プラジクアンテル製剤の投薬時期は、天然種苗導入時と、

カルジコラ・オピストルキスによる住血吸虫症が発生する養殖場については、魚体重

図 6 カルジコラ・オピストルキスの 

   感染から成虫になるまでの期間 

図 5 住血吸虫の侵入経路 



が 5kg 程度に成長するまでの間、30～40 日間隔での投薬が有効と考えられます。 

 一方、プラジクアンテル製剤による駆虫は効果が高いものの、単一薬剤を多用する

と住血吸虫が薬剤耐性化する可能性も考えられます。住血吸虫の感染源となるフサゴ

カイは、漁場や種類によって生息域がある特定の場所に集中しているという報告 8)が

ありますので、このフサゴカイが集中する場所を見つけてフサゴカイの住処である付

着物等を除去すれば、住血吸虫のクロマグロへの寄生を低減させることができ、薬剤

を使用せずに被害を抑えることも可能と考えられます。 

 

⑥ まとめ 

 以上をまとめると次の表となります。 

  カルジコラ・オピストルキス カルジコラ・オリエンタリス 

寄生部位 成虫が心臓に寄生 成虫が主に鰓に寄生 

中間宿主 
フサゴカイの一種（主に養殖生簀の

付着物内に生息）※ 

フサゴカイの一種（主に養殖生簀の

付着物内に生息）※ 

ﾌﾟﾗｼﾞｸｱﾝﾃﾙ 

製剤の 

投薬時期 

・天然種苗導入時 

・魚体重が 5kg 程度に成長するまで

の間、30～40 日間隔での投薬が有

効 

 

・天然種苗導入時 

・有効な投薬間隔は不明だが、低

水温期（12～3 月）に増加する傾向

がある（図 2参照）ため、その頃に

投薬 

追加対策 

フサゴカイが集中する場所を見つけ

てフサゴカイの住処である付着物等

を除去 

フサゴカイが集中する場所を見つ

けてフサゴカイの住処である付着

物等を除去 

※ ｶﾙｼﾞｺﾗ･ｵﾋﾟｽﾄﾙｷｽとｶﾙｼﾞｺﾗ･ｵﾘｴﾝﾀﾘｽの中間宿主は別の種類のﾌｻｺﾞｶｲ 

 

今後の研究について 

 住血吸虫症については、クロマグロに寄生するものと種は異なりますが、ブリ類で

も被害が発生します。 

 水産試験場としては、今後、クロマグロ住血吸虫症研究のノウハウを活用し、ブリ

類の住血吸虫症対策研究を進め、ブリ類養殖の安定生産へ貢献していきたいと考えて

おりますので、関係者の皆様方のご協力をよろしくお願いいたします。 
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